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写真は上板町泉谷の泉谷川「ホタルの里」で撮影されたホタルです。

「ホタルの里」では例年５月下旬から６月上旬に見頃を迎え今年も多数の来場者を迎えました。



※この試験についてのお問い合わせは、上板町役場　総務課（TEL：694− 6801）へお願いします。

試　　験　　日　 ▼　平成２７年９月２０日（日）

申込受付期間　 ▼　平成２７年７月２１日（火）〜

平成２７年８月４日（火）

採　　用　　日　 ▼　平成２８年４月１日以降

　板野西部消防組合消防職員を採用します。採用予

定人数、受験申し込み方法等は、次の要領のとおり

です。なお、今回の採用予定日は、平成２８年４月

１日以降です。

１　採用予定職種及び人数

　　消防職員（２４時間交替勤務）　若干名

２　受験資格

　　平成元年４月２日から平成１０年４月１日まで

に生まれた者。

　　（詳しくは、試験案内をご覧ください。）

３　受付期間

　　平成２７年７月２１日（火）

　　午前８時３０分から８月４日（火）午後５時まで。

４　試験の日程

　　■第１次試験（県内統一試験で実施）

　　　日　　時　平成２７年９月２０日（日）午前１０時から

　　　場　　所　徳島文理大学　９号館　人間生活学部棟

　　　　　　　　　（徳島市山城町西浜傍示１８０）

　　　合格発表　平成２７年１０月下旬頃

　　■第２次試験

　　　日　　時　　平成２７年１１月以降

　　　備考…詳しい事項は、直接連絡します。

５　お申し込み・お問い合わせ先

　　板野西部消防組合消防本部総務課

　　電話　０８８−６７２−０１９８

　　〒７７９−０１１４　徳島県板野郡板野町羅漢字前田３５

平成２７年度
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板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内板野西部消防組合職員採用のご案内

※　申込用紙、試験案内は、板野西部消防組合消防本部総務課で７月６日から配布します。

　　郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員試験請求」と朱書し、あて先明記の１２０円切手を貼ったＡ４版

返信用封筒を必ず同封してください。

４．試験の方法　　第１次試験は、次のとおり行います。

試　験　の　内　容時　　　間試験種目

公務員として必要な一般的知識（社会、人文、自然）及び知能（文章理解、判断

推理、数的推理、資料解釈）について、高等学校卒業程度の択一式による筆記試

験を行います。

１０時から
１２時まで

教 養 試 験

３．試験の日時及び試験場

試　　験　　場試　験　日　時区　　分

徳島文理大学　９号館　人間生活学部棟

（徳島市山城町西浜傍示１８０）

※試験場への車の乗り入れは、送迎を含め固く禁止します。

なお、付近に駐車場はありませんので、交通機関を利用

してください。

平成２７年９月２０日（日）

（１）開場時間　９時

（２）試験時間　１０時から１２時まで

第１次試験

平成２７年１１月中旬予定（日時及び場所は、第１次試験合格者に通知します。）第２次試験

２．受験資格

受　　験　　資　　格試　験　区　分

昭和６０年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者。高等学校卒業程度一 般 事 務

１．試験区分、採用予定人数及び職務の内容

職　務　の　内　容採用予定人数試　験　区　分

上板町の各部署において、一般行政事務に従事します。若干名高等学校卒業程度一 般 事 務



　

九
月
二
十
一
日
︵
月
︶に
実
施
す
る
平
成
二
十
七
年
度
敬
老

会
に
お
い
て
、
結
婚
六
十
年
︵
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
︶
を
迎
え

た
ご
夫
婦
の
お
祝
い
を
す
る
予
定
で
す
。

　

つ
ぎ
の
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
福
祉

保
健
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦
に

は
、
後
日
招
待
状
を
送
付
し
ま
す
。

︻
該
当
基
準
︼

　

昭
和
三
十
年
一
月
一
日
〜
昭
和
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日

の
間
に
、
ご
結
婚
さ
れ
た
上
板
町
在
住
の
ご
夫
婦

︻
申
込
締
切
日
︼

　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
七
日
︵
木
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課　
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一
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ダイヤモンド婚を迎える
ご夫婦をお祝いします。
ダイヤモンド婚を迎える
ご夫婦をお祝いします。

◎
平
成
二
十
七
年
第
二
回
定
例
会

の
概
要

　

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
六

日
か
ら
六
月
十
八
日
ま
で
の
三
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
七
條
町
長
が
町

政
に
取
り
組
む
所
信
と
、
財
政
問

題
、
人
口
減
少
問
題
、
環
境
と
人

権
問
題
、
農
業
問
題
、
防
災
対
策

な
ど
当
面
す
る
町
政
の
重
要
課
題

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
空
き
屋
対
策
、

行
財
政
問
題
、
農
業
問
題
、
教
育

子
育
て
問
題
な
ど
が
論
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

︵
議
員
八
名
か
ら
一
般
質
問
︶

　

町
長
提
出
議
案
十
件
の
内
八
件

が
可
決
さ
れ
、
二
件
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
一
件
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
　◎

議
会
議
員
協
議
会

　

平
成
二
十
七
年
六
月
九
日

　

第
二
回
定
例
会
提
出
議
案
の
協

議
を
行
な
う
。

◎
平
成
二
十
七
年
第
一
回
臨
時
会

　

平
成
二
十
七
年
五
月
十
四
日

　

町
長
提
出
議
案
八
件
の
内
二
件

が
可
決
さ
れ
、
六
件
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

　

平
成
二
十
七
年
六
月
三
日
、
二
〇
一
五

年
度
徳
島
県
表
彰
の
表
彰
式
が
県
庁
で
行

わ
れ
、
地
方
自
治
や
経
済
、
福
祉
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　　

上
板
町
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
上
板

町
商
工
会
会
長
等
と
し
て
商
工
業
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
富
永
志
郎
氏
と
、
多

年
に
わ
た
り
徳
島
県
薬
草
協
会
副
会
長
、

上
板
町
薬
草
協
会
会
長
と
し
て
保
健
衛
生

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
村
上
和
子
氏
の
お

二
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所

の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要

望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、必
要

に
応
じ
て
関
係
行
政
機
関
に

あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
日
行
政
相
談
所
開
設
予
定
日

■
開
設
日

　

七
月
十
五
日
︵
水
︶

■
開
設
時
間

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所

　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

上
板
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
選

挙

日

程

　

�
告　

示　

日　

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
︵
火
︶

　

�
立
候
補
受
付　

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
︵
火
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
時
三
十
分
〜
十
七
時

　
　
　
　
　
　
　
　

上
板
町
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室
︵
役
場
二
階
︶

　

�
投

票

日

時　

平
成
二
十
七
年
九
月
十
三
日
︵
日
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
時
〜
二
十
時

　

�
投　

票　

所　

町
内
五
投
票
所

◇
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
　

�
日　

時　

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
︵
金
︶

　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
時
三
十
分
〜

　
　

�
場　

所　

上
板
町
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室
︵
役
場
二
階
︶

　
　
　
　
　
　
　

※
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

　

上
板
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局︵
上
板
町
役
場
総
務
課
内
︶
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般般般般般般般般般般般般般般
選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

上
板
町
議
会
議
員
一
般
選
挙　
　
　

立立立立立立立立立立立立立立
候候候候候候候候候候候候候候
補補補補補補補補補補補補補補
予予予予予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定定定定定
者者者者者者者者者者者者者者
説説説説説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明明明明明
会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせ

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

村上　和子　氏 富永　志郎　氏

知
事
表
彰



徳島北年金事務所　　　　TEL ０８８−６５５−０２００

上板町役場　住民人権課　TEL ６９４−６８０９

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

お問い合わせ先

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

﹁
保
険
料
免
除
制
度
﹂
や
﹁
若
年
者
︵
三
十
歳
未
満
︶
納
付
猶

予
制
度
﹂
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平
成
二
十
七
年
七
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
七
月
分
か
ら
平
成
二
十

八
年
六
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
て
、
二

年
一
カ
月
前
の
月
分
ま
で
遡
及
し
て
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を

有
し
て
い
る
方
等
は
、
一
度
、
上
板
町
役
場
の
国
民
年
金
窓
口

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免
除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
のののののののののののののののののののの

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

申
請
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
七
年
四
月
分
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
分
ま
で
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
月
額
一
五
、五
九
〇
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お

得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
納
付
を
督
促
す
る
文
書
︵
督
促
状
︶

を
送
付
し
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金

を
課
す
だ
け
で
は
な
く
、
※
納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
上

板
町
役
場
国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負

う
配
偶
者
及
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
はははははははははははははははははははは

国
民
年
金
保
険
料
は

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限

納
付
期
限
まままままままままままままままままままま
でででででででででででででででででででで
にににににににににににににににににににに
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううう

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う



検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
︵
六
、
三
七
七
円
︶

◎
ド
ッ
ク
個
人
負
担
額
と
追
加
検
査
料
は
、
受
診

当
日
に
健
診
セ
ン
タ
ー
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

�　

実
施
す
る
医
療
機
関

　

公
益
財
団
法
人
と
く
し
ま
未
来
健
康
づ
く
り

　

機
構
︵
徳
島
県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
︶　
　

　
　

徳
島
市
蔵
本
町
一
丁
目
一
〇
番
地
三

　
　

℡
六
三
三−

二
二
六
六︵
代
︶

　

︿
交
通
案
内
﹀

　
　

�
J
R
蔵
本
駅
下
車
︵
徒
歩
三
分
︶

　
　

�
徳
島
バ
ス
・
徳
島
市
営
バ
ス

　
　
　

中
央
病
院
前
下
車
︵
一
分
︶

�　

申
込
方
法

　

◎﹁
国
保
・
人
間
ド
ッ
ク
申
込
書
﹂
に
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
受
診
希
望
月

を
記
入
・
捺
印
の
う
え
七
月
三
十
一
日︵
金
︶

ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
税
務
課
窓
口
も
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

　
　

申
込
み
順
で
一
六
〇
名
に
達
し
た
時
点
で
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

◎
受
診
期
間
の
う
ち
、
九
月
・
十
月
は
他
の
保

険
の
健
診
が
集
中
す
る
時
期
で
、
日
程
に

よ
っ
て
は
検
査
の
待
ち
時
間
が
長
く
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

◎
受
診
日
に
つ
い
て
は
、
後
日
健
診
セ
ン
タ
ー

か
ら
直
接
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
都
合
の

良
い
日
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

上
板
町
役
場　

税
務
課

　
　

℡
六
九
四−

六
八
〇
七
で
す
。

　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
の
被
保
険

者
を
対
象
に
平
成
二
十
七
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク

︵
総
合
健
康
診
査
︶
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
習
慣
の
中
で
蓄
積
さ
れ
、
自
覚
症

状
が
す
ぐ
に
現
わ
れ
な
い
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早

期
に
発
見
し
対
策
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
に
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
有
効
な
手
段
で

す
。

　

自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
疾
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

�　

受
診
資
格

○
上
板
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
者

︵
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
対
象
外
で

す
︶

○
平
成
二
十
七
年
度
中
に
満
三
十
五
歳
以
上
の
者

○
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
属

す
る
者

　

な
お
、
特
定
健
診
は
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
項
目

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
特
定
健
診
対
象
者
の

方
は
人
間
ド
ッ
ク
と
併
せ
て
受
診
で
き
ま
す
。

�　

受
診
時
期

　

平
成
二
十
七
年　

九
月
・
十
月
・
十
一
月
・

　

十
二
月
の
四
ヶ
月

　

祝
祭
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

�　

受
診
料
に
つ
い
て

◎
ド
ッ
ク
受
診
料
は
三
六
、〇
〇
〇
円
で
す
。
う
ち

一
八
、〇
〇
〇
円
を
国
保
か
ら
補
助
し
ま
す
の

で
、
個
人
負
担
額
は
一
八
、
〇
〇
〇
円
で
す
。

︵
特
定
健
診
該
当
者
の
方
で
人
間
ド
ッ
ク
と
併

せ
て
受
診
す
る
方
は
個
人
負
担
額
一
二
、
六
五

〇
円
で
す
。︶

◎
希
望
に
よ
り
、
個
人
負
担
を
追
加
す
れ
ば
次
の

　

特
定
健
康
診
査
は
、自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
糖
尿
病
・

高
血
圧
等
の
生
活
習
慣
病
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
健

診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
ま
た
生
活
習

慣
病
の
改
善
が
必
要
な
方
に
は
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な

ど
の
専
門
家
か
ら
の
保
健
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
定
健
康
診
査
の
対
象
者

・
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
現
在
、
上
板
町
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
昭
和
十
五
年
十
月
一
日
〜
昭
和
五
十

一
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
方

　

︻
四
月
二
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
方
で
特
定
健
診
の

受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。︼

　

※
対
象
者
に
は
七
月
上
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
期
間

・
平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

　

︻
た
だ
し
、
昭
和
十
五
年
十
月
一
日
〜
昭
和
十
六
年
三

月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
方
は
九
月
三
十
日
ま
で
︼

特
定
健
康
診
査
の
受
け
方

　

受
診
回
数
は
一
回
で
す
。
い
ず
れ
か
の
方
法
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
で
受
診

　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
に
同
封
の
県
内
実
施
機
関
一
覧
表

に
載
っ
て
い
る
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

■
上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
受
診
︵
集
団
検
診
︶

　

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
二
日
︵
木
︶

　
　

受
付
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
前
十
時

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
日
︵
木
︶

　
　

受
付
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
前
十
時

■
人
間
ド
ッ
ク
で
受
診

　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
や
Ｊ
Ａ
等
が
実
施
す
る
﹁
人
間

ド
ッ
ク
﹂
を
受
診
す
る
際
に
、
人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
康
診

査
の
内
容
を
同
時
に
実
施
で
き
ま
す
。

上板町国民健康保険加入者の方へ

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度平成２７年度　特特特特特特特特特特定定定定定定定定定定健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康診診診診診診診診診診特定健康診査査査査査査査査査査査　がががががががががが始始始始始始始始始始ままままままままままりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。が始まります。



　

七
月
は
固
定
資
産
税
︵
一
期
︶
と
国
民

健
康
保
険
税
︵
一
期
︶
の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
七
月
三
十
一
日
︵
金
曜
日
︶

で
す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
七
月
三
十
一
日
に

引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　

口
座
振
替　

■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板

町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税
︵
料
︶

　

町
県
民
税
︵
普
通
徴
収
分
︶
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課

　

℡
六
九
四−

六
八
〇
七
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季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季
節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節

夏
場
は
、
可
燃
ご
み
が
増
え
る
季
節

　

年
間
を
通
じ
て
梅
雨
が
明
け
た
七
月
及
び

八
月
は
、
最
も
可
燃
ご
み
が
増
え
る
時
期
で

あ
り
、
そ
の
ご
み
に
水
分
が
多
量
に
含
ま
れ

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
に
お
い
て
、
町
内
の
各
ご

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
月
別
の
﹁
可
燃
ご
み

量
﹂
は
、
七
月
が
約
一
九
七
ト
ン
、
八
月
が

一
九
〇
ト
ン
、
一
番
少
な
い
二
月
が
約
一
四

八
ト
ン
で
し
た
。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ははははははははははははははははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

夏
場
の
ご
み
は
、十
分
に
水
切
り
を
！

　

夏
場
に
可
燃
ご
み
の
量
が
増

え
る
要
因
と
し
て
は
、
生
ご
み

等
の
﹁
水
分
過
多
﹂
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
生
ご
み
の
お
よ
そ
八

〇
％
が
水
分
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ご
み
と
し

夏
場
の
ご
み
を
減
量
！

夏
場
の
ご
み
を
減
量
！

夏
場
の
ご
み
を
減
量
！

夏
場
の
ご
み
を
減
量
！

夏
場
の
ご
み
を
減
量
！

て
出
さ
れ
る
前
に
水
分
を
水
切
り
ネ
ッ
ト
な

ど
で
一
絞
り
す
る
だ
け
で
、
大
き
な
ご
み
の

削
減
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

夏
場
の
ご
み
出
し
は
、ご
家
庭
で
十
分﹁
水

切
り
﹂
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

生
ご
み
﹁
水
切
り
﹂
の
ポ
イ
ン
ト
！

❶
濡
ら
さ
な
い
！

　

水
分
を
吸
わ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❷
乾
か
す
！

　

野
菜
の
皮
な
ど
は
、

乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

❸
絞
る
！

　

水
分
を
ギ
ュ
ッ
と
し
ぼ
り
ま
し
ょ
う
。

　

※
水
切
り
を
し
な
い
弊
害
と
し
て
は
、
夏

場
は
特
に
悪
臭
が
発
生
し
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
の
方
の
ご
迷
惑
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆
肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををををををををををををををををををををを

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
ご
協
力
を

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
家
庭
菜
園
等
に
利

用
す
れ
ば
、
一
石
二
鳥
。
上
板
町
で
は
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
保
全
課
迄

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

環
境
保
全
課
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六
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八
一
三

合合合合合合合合合合合合合合 併併併併併併併併併併併併併併 処処処処処処処処処処処処処処 理理理理理理理理理理理理理理 浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄 化化化化化化化化化化化化化化 槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽 のののののののののののののの合 併 処 理 浄 化 槽 の

補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助金金金金金金金金金金金金金金制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててて補助金制度について
　生活排水対策として、トイレの汚水だけでなく、

台所やお風呂などの雑排水も処理することのできる

合併処理浄化槽の設置を推進しています。補助制度

を活用し、合併処理浄化槽への転換や設置をしま

しょう。

　なお、補助金額については下記のとおりです。

■受付期間　平成２７年１１月３０日まで
　

　※平成２８年２月２８日までに設置が完了する方の

補助金の申請受付を引き続き行っておりますの

で、希望される方は希望届けをご提出ください。

　　補助予定基数に達した場合、期間前に受付を締

め切る場合があります。
　

　詳細については、環境保全課（TEL ６９４−６８１３）

までお問い合わせください。
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平成26年月別家庭系可燃ごみ量（トン）

178

148

176 180 184 184
197

178 182

162

205

190

転　換新　設

３３２，０００ 円１６９，０００ 円　５人槽

４１４,０００ 円２０７，０００ 円　７人槽

５４８,０００ 円２７６，０００ 円１０人槽



●　

診
断
結
果
を
説
明
す
る
際
に
学
習
教
材
の
販

売
を
行
う
場
合
が
多
く
、
法
律
で
は
長
時
間
勧

誘
や
再
勧
誘
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
訪
問
販
売
の
契
約

書
面
を
受
取
っ
て
八
日
以
内
は

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

教
材
が
必
要
な
い
場
合
は

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

℡　
六
九
四−

六
八
一
六

　

月
〜
金
曜
日　

九
時
〜
十
六
時
三
十
分

　
︵
休
所
日　

土
日
祝
︶

　

役
場
東
隣

　

上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
事
務
所
内

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学

習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材

のののののののののののののののののののののののののののののの

訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販販

売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売

︻
事
例
︼

　

三
〇
〇
〇
円
で
子
供
の
学
力
診
断
テ
ス
ト
を

受
け
な
い
か
と
業
者
が
訪
ね
て
き
て
承
諾
し
た
。

後
日
テ
ス
ト
結
果
の
説
明
で
﹁
今
の
ま
ま
で
は

志
望
校
合
格
は
難
し
い
。
当
社
の
学
習
教
材
を

使
用
し
て
頑
張
れ
ば
間
に
合
う
﹂
と
五
教
科
三

年
分
で
九
〇
万
円
の
学
習
教
材
の
購
入
を
勧
め

ら
れ
た
。

　

冷
静
に
考
え
る
と
高
額
だ
と
思
う
の
で
契
約

を
取
り
消
し
て
、
代
金
を
返
し
て
ほ
し
い
。

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

上
板
町

上
板
町

上
板
町

上
板
町

上
板
町

消
費
生
活
相
談
窓
口

消
費
生
活
相
談
窓
口

消
費
生
活
相
談
窓
口

消
費
生
活
相
談
窓
口

消
費
生
活
相
談
窓
口

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く
、
経
営
が
不
安
定
な

時
期
の
新
規
就
農
者
に
対
し
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。 

　

交
付
要
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

�　

独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
、
原
則
と
し
て
四
十

五
歳
未
満
で
あ
り
、
農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い

て
の
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

以
下
の
五
要
件
を
必
ず
満
た
す
﹁
独
立
・
自
営
就
農
﹂

で
あ
る
こ
と

　

①　

農
地
の
所
有
権
又
は
利
用
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

た
だ
し
、
親
族
か
ら
貸
借
し
た
農
地
が
主
で
あ
る
場

合
は
、
給
付
期
間
中
に
当
該
農
地
の
所
有
権
を
給
付

対
象
者
に
移
転
す
る
こ
と
を
確
約
す
る
こ
と
。

　

②　

主
要
な
農
業
機
械
、
施
設
を
自
ら
所
有
し
、
又
は

貸
借
し
て
い
る
こ
と
。

　

③　

生
産
物
や
生
産
資
材
等
を
本
人
名
義
で
出
荷
、
取

引
す
る
こ
と
。

　

④　

本
人
の
農
産
物
等
の
売
り
上
げ
や
経
費
の
支
出
な

ど
の
経
営
収
支
を
本
人
名
義
の
通
帳
及
び
帳
簿
で
管

理
し
て
い
る
こ
と
。

　

⑤　

給
付
対
象
者
が
農
業
経
営
に
関
す
る
主
宰
権
を
有

し
て
い
る
。

　
�　

認
定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と
︵
上
板
町
で
青
年
等

就
農
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。︶

　

◆
青
年
等
就
農
計
画
が
以
下
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
。

　
　

①　

農
業
経
営
を
開
始
し
て
五
年
後
ま
で
に
農
業
で

生
計
が
成
り
立
つ
計
画
で
あ
る
こ
と
。

　
　

②　

計
画
の
達
成
が
実
現
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　
�　

経
営
の
全
部
又
は
一
部
を
継
承
す
る
場
合
は
、
継
承

す
る
農
業
経
営
に
従
事
し
て
か
ら
五
年
以
内
に
継
承 

し
て
農
業
経
営
を
開
始
し
、
か
つ
給
付
期
間
中
に
、
新

規
作
目
の
導
入
、
経
営
の
多
角
化
等
経
営
展
開
に
向
け

た
取
組
を
行
い
、
新
規
参
入
者
︵
土
地
や
資
金
を
独
自

に
調
達
し
、
新
た
に
農
業
経
営
を
開
始
し
た
者
を
い

う
。︶と
同
等
の
経
営
リ
ス
ク
を
負
っ
て
経
営
を
開
始
す

る
青
年
等
就
農
計
画
で
あ
る
と
町
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　
�　

町
の
﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂ 

に
中
心
と
な
る
経
営
体

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
又
は
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。
あ
る
い
は
農
地
中
間
管

理
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
て
い
る
こ
と
。

　
�　

原
則
と
し
て
生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し
た
国
の
他

の
事
業
に
よ
る
給
付
等
を
受
け
て
お
ら
ず
、﹁
農
の
雇
用

事
業
﹂
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
農
業
法
人

等
で
な
い
こ
と
。

　
�　

原
則
と
し
て
農
林
水
産
省
青
年
新
規
就
農
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
︵
一
農
ネ
ッ
ト
︶
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

　

◆
加
入
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
可
能
で
す
。

　
＊
給
付
金
・
給
付
期
間
に
つ
い
て

　
　

給
付
申
請
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。
給
付
金
の
額
は
、
経

営
開
始
初
年
度
は
給
付
期
間
一
年
に
つ
き
一
五
〇
万
円

を
給
付
し
、
経
営
開
始
二
年
目
以
降
は
給
付
期
間
一
年

に
つ
き
三
五
〇
万
円
か
ら
前
年
の
総
所
得
︵
経
営
開
始

後
の
所
得
に
限
り
給
付
金
を
除
く
︶
を
減
じ
た
額
に

　

乗
じ
て
得
た
額︵
一
円
未
満
切
り
捨
て
︶
を
給
付
し
ま

3/5す
。
た
だ
し
、
前
年
の
総
所
得
が
一
〇
〇
万
円
未
満
の

場
合
は
一
五
〇
万
円
を
給
付
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
は

最
長
五
年
間︵
経
営
開
始
後
五
年
度
分
︶と
な
り
ま
す
。

希
望
の
方
は
七
月
二
十
七
日
〜
八
月
二
十
七
日

ま
で
に
﹁
青
年
等
就
農
計
画
認
定
申
請
﹂
の
提
出

が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
役
場
産
業
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

産
業
課　

℡　
六
九
四−
六
八
〇
六

（経営開始型）
第2回
募集
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国
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
平
成
二
十
七

年
八
月
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
す
。

　
■
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
か
た
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
が
二
割
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
、
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
サ
ー
ビ
ス

費
の
一
割
を
利
用
者
負
担
と
し
て
ご
負
担
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
今
後
団
塊
の
世
代
の
方
が
皆
七

十
五
歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五
年
以
降
に
も
持
続

可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
に
は
サ
ー

ビ
ス
費
の
二
割
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ
は

町
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
に
﹁
介
護
保
険
負
担
割
合

証
﹂
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
負
担
割
合
証
を
﹁
介

護
保
険
被
保
険
者
証
﹂
と
一
緒
に
保
管
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
は
、
必
ず
二
枚
一
緒
に

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
施
設
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
利
用
サ
ー
ビ
ス

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
場
合
一
ヶ

月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担
の
合
計
が
上
限
を
超

え
た
時
に
超
え
た
分
が
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と

し
て
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
へ

は
町
か
ら
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
食
事
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
の
基
準
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す

る
方
の
食
事
や
部
屋
代
に
つ
い
て
、
申
請
を
い
た

だ
い
た
後
、
非
課
税
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
負
担

軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
七
年
八
月

か
ら
判
断
基
準
が
見
直
さ
れ
、
本
人
及
び
配
偶
者

の
課
税
状
況
や
一
定
以
上
の
預
貯
金
等
の
資
産
も

判
断
基
準
と
な
り
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部
屋
︵
多
床
室
︶

に
入
所
す
る
方
の
部
屋
代
負
担
が
平
成
二
十
七

年
八
月
一
日
以
降
変
更
に
な
り
ま
す
。
具
体
的

な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
所
施
設
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

� �������������������������������������������������������������

　

災
害
発
生
時
に
、
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
︵
避
難
行
動
要

支
援
者
︶
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
台

帳
を
作
成
し
、
迅
速
な
避
難
行
動
支

援
等
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

の
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
児
童

委
員
、
消
防
団
等
と
情
報
を
共
有
し

連
携
し
て
支
援
を
進
め
ま
す
。

�
災
害
の
状
況
に
よ
り
、
希
望
さ
れ

る
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

�
災
害
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で

起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
の
で
、

普
段
か
ら
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。 

�
災
害
発
生
時
に
、
地
域
の
助
け
合

い
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
周
囲
の
方
と
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

  
　

次
に
掲
げ
る
方
の
う
ち
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
地
域
で
の
支
援
を
希

望
し
、
支
援
を
受
け
る
た
め
に
個
人

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た

方
で
す
。

①　

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
に
属
す
る
方

②　

介
護
保
険
認
定
者
の
う
ち
、
要

介
護
度
三
以
上
の
方

③　

身
体
障
が
い
者
手
帳
一
級
又
は

二
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

④　

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

⑤　

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

一
級
又
は
二
級
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

⑥　

難
病
患
者

⑦　

前
各
号
に
掲
げ
る
方
に
準
ず
る

状
態
に
あ
る
方

　

役
場
福
祉
保
健
課
へ
印
鑑
を
持
参

し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︵
代
理
の

方
で
も
可
能
で
す
︶。

　

高
齢
等
の
理
由
に
よ
り
窓
口
に
出

向
く
の
が
困
難
な
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
と
﹁
避
難
行
動

要
支
援
者
登
録
申
請
書
﹂
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

押
印
の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
申
請
さ
れ
既
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
民
生
委
員

児
童
委
員
が
自
宅
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
内
容
等
を
ご
確
認
の
う
え
再
度

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
の
内
容
に
つ
い
て
は

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課

℡　

六
九
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六
八
一
〇

負担の上限
（月額）

区　　　　　　分

44,400 円
（世帯）

現役並み所得者に相当する方の世帯

37,200 円
（世帯）

住民税を課税されている方がいる世帯

24,600 円
（世帯）

世帯全員住民税非課税

24,600 円
（世帯）

・老齢福祉年金受給者

15,000 円
（個人）

・前年の合計所得金額と公的年金等
収入額の合計が 80万円以下の方

15,000 円
（個人）

生活保護を受給している方等

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課

℡　

六
九
四−

六
八
一
〇

介
護
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害
発発発発発発発発発発発発発発
生生生生生生生生生生生生生生
時時時時時時時時時時時時時時
のののののののののののののの
避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動

災
害
発
生
時
の
避
難
行
動

支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて

支
援
に
つ
い
て

対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象
とととととととととととととと
なななななななななななななな
るるるるるるるるるるるるるる
避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動

対
象
と
な
る
避
難
行
動

要要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援
者者者者者者者者者者者者者者
とととととととととととととと
はははははははははははははは

要
支
援
者
と
は

支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援
をををををををををををををを
希希希希希希希希希希希希希希
望望望望望望望望望望望望望望
ささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるる
方方方方方方方方方方方方方方
のののののののののののののの

支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申申申申申申申申申申申申申申
込込込込込込込込込込込込込込
みみみみみみみみみみみみみみ
方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて

申
込
み
方
法
に
つ
い
て

現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
方
へ

（世帯）は同一世帯の介護サービス利用者全員の負担額
合計した基準です。

（個人）は介護サービス利用者本人のみの基準です。



　

﹁
成
年
後
見
制
度
﹂
と
は
、
本
人
の
判
断

能
力
が
不
十
分
な
場
合
に
、
本
人
を
法
律
的

に
保
護
し
、
支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

八
月
四
日︵
火
︶　

午
後
一
時
〜
三
時

　

※ 
偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
無
料
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
場
所

　

上
板
町
中
央
公
民
館　

第
一
会
議
室

　

︵
上
板
町
役
場
二
階
︶

■
お
問
い
合
せ

一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

徳
島
県
支
部
徳
島
県
行
政
書
士
会
内

℡　

〇
八
八−

六
七
九−

四
四
四
〇

■お問い合わせ先　　上板町役場　福祉保健課　TEL ６９４−６８１０

成
年
後
見
・
相
続
・

遺
言
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ　
　

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の
申請について

「臨時福祉給付金」（簡素な給付措置）や「子育て世帯臨時特

例給付金」 の“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”に

ご注意ください。

１．申請期間はいずれの給付金も次のとおり

です。

　平成２７年８月１７日（月）〜

　　　平成２７年１１月３０日（月）　　　　

２．申請手続き

�臨時福祉給付金

　　支給対象となる可能性がある人に給付金の申

請書類を８月上旬に発送する予定で準備してい

ます。

　　対象となる人は、送付された申請書に記入押

印し、必要書類を添付のうえ、返信用封筒に入

れて１１月３０日（当日消印有効）までに、郵送

してください。また上板町役場福祉保健課窓口

でも申請受付いたします。

�子育て世帯特例給付金

　　支給対象となる児童手当の受給者に対し、申

請書類を児童手当現況届の案内に同封し、６月

中旬に郵送していますので、上板町役場福祉保

健課窓口にて申請してください。（※児童手当現

況届と同時に申請していただいて構いません。）

　　公務員の方は、基準日（平成２７年５月３１日）

時点で住民票が上板町にある方が対象です。勤

務先より配布されている申請書にて申請してく

ださい。

─────　申 請 方 法　─────

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低
所
得
者
に
対
し
て
、
制
度
的
な
対
応
を

行
う
ま
で
の
間
の
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
が
、
子
育
て
世
帯
に
対

し
て
、
臨
時
特
例
的
な
給
付
措
置
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
が
要
件
を
満
た
す
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金 

�
対
象
者

　

基
準
日
︵
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
︶
に
お

い
て
、
上
板
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
で
、

平
成
二
十
七
年
度
の
町
民
税
︵
均
等
割
︶
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
七

年
度
市
区
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護

者
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

�
支
給
額

　

対
象
者
一
人
に
つ
き
六
、〇
〇
〇
円

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 

�
対
象
者

　

基
準
日
︵
平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
一
日
︶

に
お
い
て
、
上
板
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

で
、
平
成
二
十
七
年
六
月
分
の
児
童
手
当
の
受

給
者
で
あ
っ
て
平
成
二
十
七
年
度
の
所
得
が
児

童
手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
人
。︵
た
だ

し
、
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
は
対
象
外
で
す
︶

�
支
給
額

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
一
人
に
つ
き

　

三
、〇
〇
〇
円



　

町
民
体
育
館
は
昭
和
四
十
八
年
に
建
築
、
建
築
後

四
十
年
以
上
経
過
、
雨
漏
り
等
非
常
に
老
朽
化
し
た

建
物
で
、
耐
震
二
次
診
断
で
大
規
模
な
地
震
︵
一
般

的
に
震
度
六
強
︶
に
よ
り
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
と

判
断
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て

い
る
中
で
、
三
月
末
の
徳
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー
閉
館
、

四
月
の
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
等
を
鑑

み
、
施
設
管
理
者
で
あ
る
教
育
委
員
会
会
議
で
審
議

し
、
使
用
者
の
安
全
確
保
、
危
機
管
理
面
か
ら
の
措

置
と
し
て
使
用
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
板
町
の
社
会
体
育
の
発
信
地
で
あ
り
、
最
近
で

は
中
学
校
の
授
業
及
び
ク
ラ
ブ
活
動
や
各
種
社
会
体

育
の
普
及
の
た
め
、
多
く
の
皆
様
に
長
年
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
在
開
放
し
て
い
る
教
育
施
設
で
あ
る

小
学
校
体
育
館
と
新
た
に
中
学
校
体
育
館
の
開
放
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
予
約
等
に
つ
い
て
は
利
用
団
体
で
各
学
校

の
使
用
状
況
確
認
の
上
、
教
育
委
員
会
へ
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
校
教
育
施
設
の
た
め
、
学
校
行
事
等

を
優
先
と
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

健
康
維
持
の
た
め
無
償
に
て
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
照
明
電
気
代
や
備
品
の
損
耗

等
費
用
に
つ
い
て
は
使
用
者
責
任
と
し
て
使
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
者
の
皆
様
に
は
、
制
度
変
更
に
よ
り
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
使
用
者
責
任

と
し
て
の
ご
理
解
と
ご
負
担
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 

※
移
行
期
間
で
あ
る
七
月
中
は
、
小
学
校
体
育
館
は

今
ま
で
の
取
り
扱
い
と
し
、
八
月
一
日
以
降
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
中
学
校
は
ク
ラ
ブ
活
動
等
で
利
用
す
る
た
め
、
平

日
夜
間
の
み
の
開
放
を
協
議
中
で
す
の
で
、
七
月

中
は
開
放
で
き
ま
せ
ん
。

※
少
年
団
活
動
や
体
育
協
会
活
動
で
の
減
免
措
置
等

に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
使
用
規
則
等
が
改
正
後
、

団
体
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
審
査
の
上
判
断
い

た
し
ま
す
。

　開 放 施 設　

１　神宅小学校体育館

２　東光小学校体育館

３　松島小学校体育館・多目的ホール

４　高志小学校体育館

５　上板中学校体育館・武道場
　

　使用時間等　

■小学校

　午後５時から午後１０時まで【平日】

　午前９時から午後１０時まで【土曜日・日曜日・祝日】

■中学校

　午後８時から午後１０時まで【平日】
　

　使　用　料　

　使用者は、次の使用料を申込みと同時に納付していただきます。

上板町学校施設使用料

武　道　場多目的ホール体　育　館

１時間につき

――１，０００円神宅小学校

――１，０００円東光小学校

―１，０００円１，０００円松島小学校

――１，０００円高志小学校

１，０００円―１面　１，０００円上板中学校

8月1日から学校施設使用料を徴収します8月1日から学校施設使用料を徴収します

上
板
町
町
民
体
育
館
は
、

上
板
町
町
民
体
育
館
は
、

六
月
三
十
日
で

六
月
三
十
日
で

閉
館
し
ま
す

閉
館
し
ま
す

上
板
町
町
民
体
育
館
は
、

六
月
三
十
日
で

閉
館
し
ま
す

お問い合わせ先

上板町教育委員会事務局　TEL ６９４−６８１４　FAX ６９４−６８０２　E-mail: kyo@townkamiita.jp



徳島県消費者情報センター（都築、林）　TEL 088−623−0612

ホームページ　http://www.pref.tokushima.jp/shohi/ 

(休所日　水曜日・祝日・年末年始)

お問い合わせ先

　行政から発信される消費者情報を周りの消費者（家族、友人、近所

や職場など）に広めたり、周りの消費者の相談を行政につなぐなどの

ボランティア活動をする１８歳以上の方と団体を募集しています。

そ　の　他試験期日受付期間資　　格募集種目

試験会場
　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

受付時にお知らせします。
年間を通じて行ってお
ります。

１８〜２７歳未満の男子（男子）自 衛 官
候 補 生

９月２５日〜２９日８月１日〜９月８日１８〜２７歳未満の女子（女子）

試験会場
　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

１次：９月１８日・１９日
（いずれか１日実施）
２次：１０月８日〜１４日
（いずれか１日実施）

８月１日〜９月８日
高卒（見込含）

２７歳未満一 般 曹 候 補 生

試験会場
　１次・２次試験：
　　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

１次：９月２３日
２次：１０月１７日〜２２日
３次：１１月１４日〜１２月１７日

８月１日〜９月８日
高卒（見込含）

２１歳未満航 空 学 生

試験会場
　１次試験：海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
　２次試験：陸上自衛隊　善通寺駐屯地（香川県善通寺市）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

１次：１０月１７日
２次：１１月２８・２９日

９月５日〜９月３０日
高卒（見込含）

２１歳未満

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

（自衛官候補看護学生）
試験会場
　１次試験：海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
　２次試験：防衛医科大学本校（埼玉県所沢市）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

１次：１０月３１日・１１月１日
２次：１２月１６日〜１８日

９月５日〜９月３０日
高卒（見込含）

２１歳未満防 衛 医 科 大 学

試験会場
　防衛大学校本校（神奈川県横須賀市）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

９月２６日・２７日９月５日〜９月９日
高卒（見込含）２１歳未満の、成績優
秀かつ生徒会活動等に顕著な実績
を納め、学校長が推薦できる者

推　　薦

防衛大学

１次：９月２６日
２次：１０月３１日・１１月１日

９月５日〜９月９日

高卒（見込含）
２１歳未満

（自衛官は２３歳未満）

総合選抜

試験会場
　１次試験：海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
　２次試験：陸上自衛隊　善通寺駐屯地（香川県善通寺市）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

１次：１１月７日・８日
２次：１２月８日〜１２日

９月５日〜９月３０日
一　　般
（前期）

試験会場
　防衛大学校本校（神奈川県横須賀市）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

１次：２８年２月２０日
２次：２８年３月１１日

２８年
１月２０日〜２９日

一　　般
（後期）

試験会場
　高等工科学校本校（神奈川県横須賀市）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

平成２８年１月９日〜１１日
いずれか１日

１１月１日〜１２月４日
男子で中卒（見込含）１７歳未満の、
成績優秀かつ生徒会活動に顕著な
実績を納め、学校長が推薦できる者

推　　薦
高等工科
学校生徒 試験会場

　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

１次：平成２８年１月２３日
２次：平成２８年２月４日〜７日

１１月１日〜
平成２８年１月８日

男子で中卒（見込含）１７歳未満の者一　　般

　　　　　　　　　自衛隊鳴門地域事務所（TEL ０８８−６８５−５３０６）　　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚５７
　　　　　　　　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

自 衛 官（ 学 生 ）受 付 案 内

�　
募
集
団
地

　

�
神
宅
団
地　

�
横
関
団
地　

�
八
坂
団
地

�　
入
居
者
資
格

　

︵
上
板
町
営
住
宅
管
理
条
例
第
六
条
に
該
当
す
る
こ
と
︶

　

①
通
算
し
て
三
年
以
上
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

　

②
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

こ
と
。

　

③
一
定
の
収
入
が
あ
り
、
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
。

�　
申
込
み
方
法

　

町
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
役
場
環

境
保
全
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

︵
申
込
書
は
役
場
環
境
保
全
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。︶

�　
募
集
期
間

　

全
て
の
募
集
住
戸
の
申
込
み
を
受
け
付
け
た
時
点
で
終
了

　

受
付
時
間
︵
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
︶　
　

　

※
随
時
受
付

�　
入
居
の
選
考

　

上
板
町
営
住
宅
管
理
条
例
に
基
づ
き
入
居
資
格
等
の
審
査

で
入
居
者
を
決
定
す
る
。

�　
入
居
時
期

　

入
居
決
定
日
か
ら
約
一
ヶ
月
後
の
予
定

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

環
境
保
全
課　

℡　

六
九
四−

六
八
一
三

お問い合わせ先





�担当時間�　平日１８：００〜２２：３０　　休日９：００〜２２：３０

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。
� ��������������������������������������������������������������������������������������

６７８−７１４１くぼ小児科クリニック１㈬７
月

６９７−２３２２ルナウイメンズクリニック２㈭

６９８−５１０８こ ま つ ば ら 整 形 外 科３㈮

６９８−８８８７い の も と 眼 科 内 科４㈯

６９２−４７７１内科クリニック・オクムラ５㈰

６９２−９７７０香 川 内 科６㈪

６４１−４１４１森 本 医 院７㈫

６４１−２２８８中 川 整 形 外 科８㈬

６９２−５７５７稲 次 整 形 外 科 病 院９㈭

６９２−２３１７浜 病 院１０㈮

６９８−０１２３田 根 内 科 胃 腸 科１１㈯

６９２−６８８６鶴 岡 内 科 胃 腸 科１２㈰

６９２−６１１１安 芸 内 科１３㈪

６９２−８９００清 水 内 科１４㈫

６９２−９２１１あ い ず み 皮 ふ 科１５㈬

６９２−２４０３奥 村 医 院１６㈭

６９２−８１１８山 田 眼 科 藍 住１７㈮

６９７−２３２３つ か さ ク リ ニ ッ ク１８㈯

６９３−００８７き は ら 耳 鼻 咽 喉 科１９㈰

６９３−１１８８近 藤 外 科 内 科２０㈪

６９２−４４１１矢 野 医 院２１㈫

６９２−８１７１山 根 眼 科２２㈬７
月

６９２−５１５１板 東 整 形 外 科２３㈭

６９２−８７１１西 條 耳 鼻 咽 喉 科２４㈮

６９７−３２１３中村耳鼻咽喉科クリニック２５㈯

６３７−３２１１こやま小児科内科クリニック２６㈰

６９２−７２２８富 本 小 児 科 内 科２７㈪

６９２−０３３３中 山 産 婦 人 科２８㈫

６９２−４７７１内科クリニック・オクムラ２９㈬

６９２−６８８６鶴 岡 内 科 胃 腸 科３０㈭

６９３−００８７き は ら 耳 鼻 咽 喉 科３１㈮

６９８−９６２９健生きたじまクリニック１㈯８
月

６９２−１２２０大 久 保 内 科２㈰

６９３−１１８８近 藤 外 科 内 科３㈪

６３７−３２１１こやま小児科内科クリニック４㈫

６９２−１２２０大 久 保 内 科５㈬

６９３−１０２１杉みね整形クリニック６㈭

６９３−３０２０増 田 ク リ ニ ッ ク７㈮

６９８−５１０８こ ま つ ば ら 整 形 外 科８㈯

６９３−１０２１杉みね整形クリニック９㈰

６９２−１２７７小 松 泌 尿 器 科１０㈪

担当時間以外

の深夜の救急

きたじま田岡病院　　６９８−１２３４　　全日対応ですが、要確認

稲次整形外科病院　　６９２−５７５７　　水曜日、土曜日は受診前に要確認

東徳島医療センター　　６７２−１１７１　　対応日は確認して下さい

平成27年７・８月分
〈7/1〜8/10まで〉

市外局番は（088）です。

７月　保健行事予定表

２．股関節脱臼検診・ブックスタート

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２７年
２月１６日〜

平成２７年
５月２９日生

股関節脱臼検
診・ブ ッ ク ス
タート

上板町役場
２階
中央公民館
大会議室

１０：３０〜
１１：００

7/29

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　当内　　容場　　所時　　間月／日

保健師個別健康相談
農村環境改
善センター

１０：００〜
１１：３０

7/7

保健師・理学療
法士

個別健康相談・
健康教育

農村環境改
善センター

１０：００〜
１１：３０

8/4

３．のびのび子育て教室

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２７年
２月１６日〜

平成２７年
５月２９日生

離乳食教室、赤
ちゃんの成長発
達・事故予防・
予防接種につい
て

上板町役場
２階
中央公民館
第３会議室

９：３０〜
９：４０

7/31

Ⅱ．乳幼児健康診査

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２４年
１１月１日〜

平成２５年
２月２８日生

問診、身体測定、
歯科診察、フッ
素塗布、歯科・育
児・栄養相談

上板町役場
２階
中央公民館
大会議室

１３：００〜
１３：３０

7/9

１．２歳児歯科健康診査・フッ素塗布
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　　　の日はお休みです。
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五
月
三
十
日
︵
土
︶
、
上
板
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て

平
成
二
十
七
年
度
戦
没
者
追
悼
式
が
遺
族
関
係
者
約
百
名

出
席
の
も
と
、
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
戦
没
者
六
百
二
十
六
柱
の
冥

福
を
祈
り
、
参
加
者
全
員
で
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
、
七
條
町
長
の
追
悼
の
こ
と
ば

を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
追
悼

の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ご
遺
族
の
方
々
が
献
花
を
行

い
戦
火
に
散
っ
た
戦
没
者
の
方
々
に
哀

悼
の
意
を
捧
げ
、
日
本
の
恒
久
平
和
を

お
祈
り
し
、
最
後
に
上
板
町
遺
族
会
七

條
会
長
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
式
は

厳
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
小
学
生
や
中
学
生
に
も
献

花
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

五
月
二
日︵
土
︶上
板
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
︵
下
り
︶
に
お
い
て
、
板
野
警

察
署
、
上
板
防
犯
推
進
委
員
協
議
会

が
チ
ラ
シ
等
が
入
っ
た
啓
発
グ
ッ
ズ

を
配
布
し
特
殊
詐
欺
の
抑
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

特殊詐欺被害防止

「家族の絆キャンペーン」
が行われました。

特殊詐欺被害防止

が行われました。

「家族の絆キャンペーン」「家族の絆キャンペーン」

特
殊
詐
欺
と
は
⋯

面
識
の
な
い
人
か
ら
、
電
話
や

郵
便
物
な
ど
を
使
っ
て
現
金
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺
。
家
族
を
装
う
オ
レ

オ
レ
詐
欺
等
が
代
表
例
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
ご
注
意
下
さ

い
！


